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8 月 4 日  

 初の海外そして留学ということもあり、だいぶ緊張しているが、今はまわりにいつも顔を合わせている

人たちがいるので、安心している。 

 

8 月 5 日  

 機内は居心地が悪すぎて 1 時間に 1 回のペースで起きた。 

機内の朝ご飯はスクランブルエッグがメイン。 

アデレードに到着後は市内観光。気温は春くらい。 

ガイドの方とピザを食べて教会へ行った。マウントガンビア 

へは小型飛行機で行った。到着後、ホストファミリーが 

みんな元気に迎え入れてくれた。車の中ではあまり話せなかった。7 人家族。大きい家。広大な自然。夜

はオイリーフード。子供とかくれんぼしたり、踊った。※飛行機長すぎた。 

 

8 月 6 日  

 今日は初めての学校。日本と何もかもが違う。ここは学校が 2 階建て、敷地が広い。体育館はバスケ専

用でバレーはできない。そう、あと日本とは違って基本的に何でも自由。授業は選択でホームルームは結

構適当。シャイ所の授業は何かと期待していると、まさかの日本語。マディーとミッチェルはもうマウン

トガンビア高校に通っていないから、連れてきてくれるのはジャド家の長男ジェフリーか次男ジョー。ふ

たりのお母さんは日本人でジェフは横浜で生まれたらしい。日本語が上手で日本語で話すことも。4 時間

目ジェフとジョーと後退してから英語の神話の授業を受けているとしんどくなってきて保健室へ。その先

生も少し日本語をしゃべれていた。意外と日本語が身近？ 家に帰って寝たらよくなった。その後夜車に

乗ってと誘われ、乗ったらカンガルーを見に連れて行かれた。「一応病み上がりなんだけどなあ」と思いつ

つも個々の人はお構いなし（笑）カンガルーがたくさんミーアキャットみたいな格好でいた。今日一びっ

くりしたのは、車で 100 ㎞／ｈ超えを出したこと！ 日本じゃ経験できないこと。もう一つ、車を高速回

転させていたこと！ ユニバの乗り物の倍面白い。 

 

8 月 7 日  

今日は市庁舎へ行った。大歓迎してくれてうれしかった。ご飯はとてもおいしかった。観光の時間にス

ーパーマーケットへ行った。めちゃ大きくて広かった。売っているものも大きくてビックリした。お土産

のお菓子がたくさん買えた。楽しかった。数学の授業を受けた。これもみんな自由でビックリした。みん

な自分用のパソコンを持っていた。数学は日本の方が進んでいた。先生の説明が少し理解できた。放課後

は犬の散歩へ行った。広いドッグランみたいなところにたくさん 

犬が来ていた。車で来ている人たちもあいた。あと牛もいた。 

とっても寒かった。 

 

8 月 8 日  

 昨日の夜、夜更かししたからか、目覚めがよくなかった。 

今日はホストシスターの前でのプレゼン発表があった。 

プレゼンは失敗で、とても嫌だった。昼食を食べているとき、 



日本人だけでいたら、外国人が来て、写真を撮ったり TIKTOK をとったりした。今日はとてもおなかがす

いていたので、あのん（西林）やシスターからお菓子をもらった。おいしかった。その語、マザーの職場

である郵便局の見学に行った。とても多くの箱があって、そこに荷物が届くようだった。その後、マザー

がケーキを作ってくれた。だけど食べなかった。いつ食べるんやろ。KFC を食べた。すごくおいしかった。 

 

8 月 9 日  

今日はとても良い天気でした。外は寒いですが、教室は暖か

くて寝てしまいそうになりました。また毎日とても寒いのに

マウントガンビア高校の生徒たちの中には半そでの子もい

れば上も下も半そで・半ズボンの人もいます。上着をきても

寒くて震えるくらいなのに、何で鍛えられるんだろうと不思

議で仕方ありません。今日の夜は、わたしのホームステイ先

に春名さんとそのホストシスターが来て一緒にお泊りをし

ました。夜にお菓子を買いに行き、映画を見ながらスナック

パーティーをしてとても楽しかったです。 

8 月 10 日  

 週末はみんな 8 時まで寝ていた。そこは日本とあまり変わらないみたい。朝ご飯にベジマイトを試して

みたけど不味かった。気を取り直して野生の動物がいるところへ行った。しょこしょことカンガルーやワ

ラビーが見れた。しかし池の周りへ行くと大量のカンガルーがひなたぼっこをしていて、1ｍの距離くら

いまで近づいた。不思議そうにこっちをみていてかわいかったです。その後、ブルーレイクを見てから海

へ行った。風が強く波がとても大きく景色がきれいでした。浜辺には大量のエチゼンクラゲが打ちあがっ

ていて、枝でつついたらぷにぷにしていました。この後、博物館に行って、船などの模型がかっこよかっ

たです。夜ご飯はマディーの友達の誕生日パーティーで食べました。ハンバーガーにステーキが挟まって

いるのを食べて、おなかがはちきれそうになりました。 

 

8 月 11 日  

 日曜日も朝遅くまで寝ていました。起きてリビング 

へ向かうと、猫のティアちゃんがいました。いつもは 

なつかないのにその日はソファに座っている私の上に 

乗ってきました。猫を触ることがなくて初めてだった 

ので、とても嬉しかったです。その後、Tessa と South Australia 大学へオープンキャンパスへ行きまし

た。キャンパスがマウントガンビアにあって、とても小規模ですが、初めて海外の大学へいけたので良い

経験となりました。そのあと、どこへ行きたい？ と聞かれていたので、わたしはオーストラリアの海が

見たかったので、海に行きたいといいました。Melanie がバイトから帰ってきてから、Tessa、Melanie, 

ホストマザーと海に行きました。いくまでにシンクホールへ行きました。今は草しかないけれど、夏には

たくさんの花が咲くそうです。その後、楽しく会話しながら、海へ向かいました。海についたころはもう

夕方で、夕日がきれいに青色の海を照らしていました。こんなにきれいな海を見たことがなかったので、

本当に言葉を失いました。オーストラリアの海を見れて本当に良かったです。帰ってからは、夕食の手伝

いをして、ポテトスープを作りました。こんなにおいしいスープを飲んだのは初めてでした。海の帰りに

スーパーマーケットへ行きました。Melanieがどんどんどんどんオーストラリアの食べ物を勧めてくれて、

とても嬉しかったです。オーストラリアのスーパーマーケットにはたくさんの食べ物があって、ずっとそ



こにいれるくらい楽しかったです。１つの食品に数えきれないほどの出委があって本当にびっくりしまし

た。夕ご飯の後は、クルーレスという映画を見ました。わざわざ日本語の字幕のある映画を何分もかけて

探し回ってくれてこれを見ることになりました。映画が決まってから Melanie がポップコーンを買いに行

ってくれて、スーパーで買ったお菓子を食べながら、映画を見ました。土曜日も日曜日も映画の最中にホ

ストファミリーのみんなが急に歌いだしたり、セリフを言ったりするので、楽しい映画鑑賞になりました。 

 

8 月 12 日  

 最終日ということもあって、みんなの気持ちが沈んでいた 

朝だった。でもポーズゲームをしたりして楽しんだ。 

お弁当の中にママが手紙を入れてくれて嬉しかった。 

昼休みも関係なくダンスをする姿は尊敬をした。ソフィー 

のいつめんのモリーやミアと写真をとったり、オーストラ 

リアで人個の曲を歌ってもらったり、バドミントンを全力 

でしたり、日本カレーをみんなで作ったり楽しすぎた。 

ホテルでお別れ会をして、別れのスピーチをした。夜はチェルシーとふたりで眠った。空港でお別れの手

紙を渡して、マウントガンビアを飛び立った。 

 

8 月 13 日（火）  

 ホストファミリーとお別れをする日です。空港でも写真をたくさん撮りましたが、別れるのはとても悲

しかったです。しかし私は来月末にホストシスターが私の家にホームステイをするので、なんとか泣きま

せんでした。お別れをして、メルボルンへ行き、色々な観光をしましたが、わたしはホテルが一番楽しか

ったです。それはメナカと会えたからです。メナカは 1 年生の途中まで英語を教えてくれていた西高の

ALT です。夜はずっとメナカとお話しができたので、本当に楽しかったです。 

 

8 月 14 日（水）  

 今日オーストラリア自体を離れると思うと、とても寂しい。 

たが今まで学んできたことはどれも新しく、本当に新鮮だっ 

た。これからのプレゼンつくりも頑張ろう。 

 

8 月 15 日（木）  

 香港に入国。パンダホテルに泊まることに。香港はデモの最中と聞いていたが、全くそんなことはなく、

平和そのものだった。超高層のタワーがあちこちに林

立している様は、メルボルンとはまた違う感じで、と

ても興奮した。一日中自由行動のようなものだったの

で、赤木君と二人で茎湾のあたりをずっとぶらぶらし

ていた。“楊屋道街道”という野菜や生鮮食品を卸して

いる市場へいってみた。あまり衛生的な場所ではなか

ったが、香港のディープな一面を知れてとても良かっ

たと思う。その他にもショッピングモールに行ったり

もした。浮いた 1 日も、外国の文化を知ることができ

てとても良かった。 



 翌日 4 時間かけ福岡空港へやっと到着。博多駅でもしれっとお土産を買い、さらに 3 時間かけて新大阪

へ。長い旅だったが、ここにすべて書ききることは到底できないが、一生に何度もできないような体験を

することができた。この経験を活かして発表会等では頑張りたい。 


